
A
依
存
財
源

68.3%

B
自
主
財
源

31.7%

❶地方交付税　
28.1％
58 億円

❷国庫支出金
20.9％
43 億 1,033　　

　　万円
❸県支出金  
 8.0%
16 億 5,481

万円❻地方譲与税ほか  
1.2%

2 億4,550 万円

その他　0.7%
１億 3,764 万円

❾繰入金　1.6%
3 億3,966 万円

❼諸収入   1.3%
2 億7,068 万円

❽分担金及び負担金
1.3%

2 億 7,499 万円

❿使用料及び手数料
2.9%

5 億 9,066 万円

⓫市税　23.9％
49 億 3,600 万円

※1万円未満切り捨て

一般会計歳入予算

歳
入
の
要
点

206 億４千万円

　

市
税
収
入
で
は
、
個
人
市
民
税
、
た

ば
こ
税
な
ど
の
減
収
な
ど
に
よ
り
、
市

税
全
体
と
し
て
減
収
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
度
地
方
財
政
対
策
の
状
況
や
こ
れ

ま
で
の
実
交
付
額
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

5
千
万
円
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

国
・
県
支
出
金
・
地
方
債
に
つ
い
て

は
、
平
成
29
年
度
予
算
編
成
と
補
助
基

準
改
定
状
況
並
び
に
地
方
債
計
画
を
検

討
し
算
定
し
ま
し
た
が
、
通
常
収
支

に
係
る
地
方
一
般
財
源
不
足
対
応
と

し
て
発
行
す
る
臨
時
財
政
対
策
債
は
、

６
億
７
千
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
金
繰
入
金
に
つ
き
ま

し
て
は
、
財
政
調
整
基
金
１
億
７
，

９
４
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

［ 前年比　2 億 4 千万円（1.2％）の増 ］

A依存財源…国や県によって額が決められ、交付されたり
割り当てられるお金

B自主財源…市が自主的に収入にすることができるお金

❶民生費　48.9%
101 億

135 万円

❷衛生費　11.7%
24 億2,117 万円

❹総務費　9.0%
18 億 5,597 万円

❺公債費　7.7%
15 億9,688 万円

❼消防費　2.9%
5 億 9,989 万円

❻教育費　4.3%
8 億8,554 万円

❿議会費　1.0%
1 億9,576 万円

❾商工費　1.5%
2億9,854 万円

⓫その他　0.3%
5,841 万円

※1万円未満切り捨て

一般会計歳出予算

平成29 年度 　当初予算

平成29年度当初予算

❶民生費…市民の社会生活を保障するた
めの経費。保健・福祉分野に使用

❷衛生費…市民の健康で衛生的な生活環
境を保持するための費用。環境・保健
分野に使用

❸土木費…道路・公園・港湾・市営住宅
などの維持や建設に使用

❹総務費…市の全般的な管理事務経費
❺公債費…市の借金を返済する経費
❻教育費…幼稚園、小・中学校教育、社
会教育やスポーツ振興の教育分野に使
用

❼消防費…消防・水防・災害対策や救急
活動などに使用

❽農林水産業費…農林水産業の振興など
に使用

❾商工費…商工業の振興や観光事業に使
用

❿議会費…市議会運営に使用
⓫その他…労働環境の維持改善や災害復
旧に使用

荒尾市の取り組みと
お金の使い方

❹市債　5.7%
11 億8,070 万円

❸土木費　11.0%
22 億7,711 万円

❽農林水産業費
　1.7%

3 億 5,034 万円

～平成 29 年度当初予算特集～

❺地方消費
税交付金

4.4%
9 億円

❶地方交付税…地方自治体間の財政力の
不均衡を是正するため、国税の一部を
一定の基準で国が配分するもの

❷❸国庫（県）支出金…特定の事業を行う
ために、国や県から交付されるお金

❹市債…大きな事業を行うときに国や銀
行から借り入れるお金

❺地方消費税交付金…地方消費税を財源
として交付されるお金

❻地方譲与税ほか…地方揮発油税・自動
車重量税などの国税を一定の基準で国
が分配するもの

❼諸収入…貸付金元利収入や受託事業収
入など

❽分担金及び負担金…保育事業など特定
の事業に充てるため、その事業で利益
を受ける人から徴収するお金

❾繰入金…基金（市の貯金）などから繰
り入れるお金

❿使用料及び手数料…施設の使用料や住
民票など証明書の交付にかかる手数料
など

⓫市税…市民税・固定資産税・軽自動車税・
市たばこ税・入湯税、市の財政上最も
重要な財源

歳
出
の
要
点

財
政
健
全
化
の
堅
持
を
大
前
提
に
し
、

緊
急
性
や
効
果
な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
、

優
先
順
位
を
付
け
て
配
分
し
ま
し
た
。

民
生
費
は
、
若
い
世
代
が
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
成
長
に
応
じ

た
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
な
ど
の

連
携
体
制
を
強
化
し
、
切
れ
目
の
な
い

継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
を
実
践
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
巡
回
相
談
支
援
事
業
を
、

小
中
学
生
ま
で
拡
充
し
、
発
達
障
が
い

や
そ
の
疑
い
の
あ
る
子
ど
も
に
対
す
る

積
極
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

衛
生
費
は
、「
荒
尾
市
健
康
増
進
計
画

（
第
2
次
）」
に
沿
っ
て
、
乳
幼
児
期
か

ら
高
齢
期
ま
で
の
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
沿
っ
た
“
健
康
づ
く
り
”
の
取
り
組

み
を
、
地
域
や
団
体
な
ど
と
連
携
し
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

土
木
費
の
道
路
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
都
市
計
画
道
路
で
あ

る
中
央
野
原
線
の
整
備
、
万
田
田
添
線
、

西
原
桜
町
線
や
川
後
田
府
本
線
の
道
路

改
良
、
舗
装
改
修
で
は
大
谷
長
洲
港
線
、

貝
塚
本
村
線
や
今
年
度
か
ら
増
永
7
号

線
を
追
加
し
、
整
備
を
行
い
ま
す
。

総
務
費
は
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る

空
家
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
空
家
バ
ン

ク
制
度
を
活
用
し
、
空
家
の
さ
ら
な
る

流
通
を
促
し
ま
す
。
ま
た
、
移
住
希
望

者
へ
の
支
援
、
情
報
発
信
の
充
実
、
お

試
し
暮
ら
し
体
験
住
宅
の
活
用
な
ど
、

本
市
の
住
み
や
す
さ
を
体
感
し
て
も
ら

う
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

教
育
費
は
、
小
中
学
校
教
室
用
エ
ア

コ
ン
の
整
備
に
向
け
て
調
査
検
討
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
給
食
費
の
無

償
化
に
つ
い
て
は
、
実
施
方
法
の
細
か

な
検
討
を
行
い
、
平
成
29
年
度
下
半
期

を
目
途
に
実
施
し
ま
す
。

歳　入
206億
４千万円

歳　出
206億
４千万円

※市の会計は一般会計・特別会計・公営企業会計の３つからなります。平成29年度一般会計で
は義務的経費、経常的経費や継続事業を中心に骨格予算として編成しました。新規事業や政策
的判断が必要な経費（肉付け予算）は今後の補正予算で計上予定です。ただし、国県補助金の
申請時期、事業の準備や工期などの都合により、当初予算で措置しなければ事務が執行できな
いものは計上しています。
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